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聖
地
の

観
光

資
源

化
に
よ

る

沖
縄

表
象
の

創
出

塩

　
月
　
亮
　
子

　

本
発

表
で

は
、

沖

縄
の

地
域

再
生

に

お

け
る

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ
」

を
用
い

た
新
た
な
文

化
表
象
創
出
の

動
き
に

つ

い

て
、

沖
縄

本
島
南

部
に

あ
る

南
城
 
の

観
光
事
業
の

事
例
を
基
に

考
察
を

試
み
た

。

そ
の

結

果
、

現
在、

県
内

外
の

多
く
の

人
々

が

世

界
遺
産
と

な
っ

た

斎
場
御
嶽

（

セ

ー

フ

ァ

ー

ウ
タ

キ
）

を
は

じ
め
と

す
る

沖
縄
の

聖

地
を

訪
れ

て

い

る

が
、

そ
の

よ

う
な
傾
向
を
地
元
の

行
政
側
も
さ
ら

に

促
進
・

強
化
す
る
政

策
を
打
ち
出
し

て

い

る

こ

と
が

明
ら
か
と

な
っ

た
。

　
『

南
城
市

地
域
再
生
マ

ネ
ー

ジ

ャ

ー

事
業
　．
一
〇
〇

六
−

二

〇
〇

八

年

度
活
動
報
告
書
」

（

沖
縄
県
南
城
市
ま
ち
づ

く
り
推
進

課
編、

二

〇
〇

九
、

一

頁
）

に

よ

れ

ば
、

「

南
城
市
に
は

、

緑、

水、

海
、

風、

太
陽
と
い

っ

た

恵
ま
れ
た
自
然

環
境
と

、

琉
球
民
族
発
祥
神
話
の

地、

五

穀
栽
培
発
祥

伝
説
の

地
と

し
て

の

長
い

歴

史
」

が

あ
り、

「

世

界
遺

産
に

登

録
さ

れ

た

斎
場

御
嶽
（

せ

ー

ふ

あ

ー

う
た
き）

、

神
々

の

島
・

久

高
島
に

代
表
さ

れ

る
、

沖
縄
の

精
神
文
化
を

象
徴
す
る

歴
史
遺
産
」

が

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

地

域
資
源
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
化
を

「

見
る
」 、

「

癒

す
」 、

「

学
ぶ
」

を
モ

ッ

ト

ー

に

行
い
、

観
光
・

保

養
の

拠

点
づ

く
り
を

目

指
そ

う
と

し

て

い

る

が
、

そ
の

際、
（
一
）

豊
か

な
自

然
や

聖

地
と
（
二
）

免
疫
力
や

治
癒
力
を

高

め

る

統
合
医
療
と
の

考
え

方
を

結
び
つ

け、

南
城

市
な

ら
で

は

の

ツ

ー

リ

ズ

ム

を

確
立
し
た

い

と

す
る

。

こ

れ

ら

の

構
想
に

基
づ

き、

二

〇

〇

七

年

四

月
に

は

「

琉
球
の

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

を
求
め

て
」

と

題
し

た

冊
子

や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
の

作
成
を
行
い
、

「

拝
所

巡
礼
の

東

御
廻
り

（

あ
が
い

う
ま
ー

い
）

と

統
合
医
療
を
キ
ー

ワ

ー

ド
に

し
た

今
後
の

取
り
組
み

を
紹

介
し
た
」

（

同
報
告
書、

二

頁
）

。

以
上
か
ら

、

南

城
市
は

地
域
再
生
に

景

観
や
聖
地、

歴
史
な
ど
の

伝
統
文
化
を
活
用
し

、

そ

れ

ら

を
「

ス

ピ

リ

チ

ュ

ア

リ
テ

ィ
」

の

思
想
と

積
極
的
に

接
合
さ

せ
る

こ

と
で

、

新
た
な
文
化

創
造
を
試
み
て

い

る

こ

と

が
わ
か
る

。

　

実

際、

南

城

市
は
、

二

〇
〇

四

年
か
ら

東

御
廻

り
（

ア

ガ

リ
ウ

マ

ー

イ）

と

よ

ば

れ
る
聖
地
巡

拝
の

慣
習
を
活
用
し
た

「

国

際
ジ
ョ

イ
ア

ス

ロ

ン
」

や
、

二

〇
一
一

年
か
ら

「

Φ
oo

ス

ピ

リ

ッ

ト
ラ

イ
ド

冒

南
城
市
」

と

い

う
イ
ベ

ン

ト

を

開
催

し
て

い

る
。

前
者
の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に

は

「

幻
磯

q
囚
網
d

菊
国
ω
℃

両
O
→
」 、
「

1
癒

し
の

空
間
ー

感

じ
よ

う

　
神
々

の

息
吹
き

。

」

と
あ
り
、

参
加
者
は

「

Qっ

℃
H

園
H

→
d
＞
ぴ

亳
〉
い

内
H

乞
O
」

と

プ

リ
ン

ト

さ
れ
た

T
シ

ャ

ツ

を
着
て、

久
高
島
や
斎
場
御
嶽
（
セ

ー

フ

ァ

ー

ウ

タ

キ
）

を
は

じ
め

と

す
る
聖
地
を
徒
歩
で

巡
る．、

後
者
の

イ
ベ

ン

ト
で

は

「

世
界
遺
産
コ

ー

ス
」 、

「

首
里
城
・

平
和
祈
念
コ

ー

ス
」

、
「

琉
球
王
朝

聖

地
巡

礼

　
東
御
廻

り
コ

ー

ス
」

と
い

う一．一
種
類
の

コ

ー

ス

が
用

意
さ

れ
、

参
加
者
は

自
転
車
で

そ
れ

ぞ
れ

設
定
さ

れ
た

聖
地
を
廻
る

。

　
こ

れ

ら

の

事
例
の

よ

う
に、

い

ま
沖
縄
で

は
、

伝
統
行
事
を
基
に

遺
跡

や

聖
地
を
巡
る

こ

と
で

歴

史
や
文
化
を

学
び
、

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
テ

ィ

を

高
め
、

同
時
に

健
康
を

促
進
し
、

観
光
を

楽
し

む
こ

と

を
意
図
し
た

新
た

な

行

事
が
創

出
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ
は

、

ひ
い

て

は

沖
縄
の

人
自

身
の

「

沖

縄
（
あ
る

い

は

自
分
の

住
む

場
所）

は
霊

位
が
高
い
」

と

い

う
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

形
成
に

も

寄
与
し
て

い

る

と
い

え
る

。

こ

の

よ

う
な
イ
ベ

ン

ト
は、

沖
縄
の

神
や

信
仰
に

関
し

て

地
元
の

人
々

が

再
認
識
す
る

よ

い

機

会
と
な
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

そ

れ

は、

聖
地
を

用
い

た

経
済
活
性

化
と
い

う
意
味
合
い

以
上
に

、

神
観
念
そ

の

も
の

の

活
性
化
を

第
一

に

目
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指
し
て

い

る

よ

う
に

も
み

え
る

。

実
際

、

そ
の

よ

う
に

開
催
目
的
を
説
明

す
る
主

催
者
の

人
も
い

る
。

ま
た

、

ど
の

聖

地
を
コ

ー

ス

と
し
て

ピ
ッ

ク

ア

ッ

プ

す
る

か

に

関
し
て、

聖
地
の

霊

位
の

高
さ
や

優
越

性
な
ど
霊
的
観

点
か
ら
意

見
を
言

う
イ
ベ

ン

ト

関
係
者
も
い

る
。

単
な
る

レ

ク

リ
エ

ー

シ

ョ

ン

と
し
て

の

イ
ベ

ン

ト
以
上
の

意

味
づ

け
が

な
さ
れ
て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
の

で

あ
る

。

　

従
っ

て
、

観
光

化
は
「

本
土

化
」

の
一

部
と
み

な
せ
る

も
の

の
、

沖
縄

で

は

そ
れ

を

自
ら
の

文
化

表
象
創
出
の

機
会
と

捉

え、

特
に

斎

場
御
嶽

（

セ

ー

フ

ァ

ー

ウ

タ

キ
）

の

あ

る

南
城

市
で

は、

「

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ
テ

ィ
」

と

従
来
の

民

俗
宗
教
を
接

合
さ
せ

、

伝
統
的
聖
地
巡
拝

慣
習
な
ど
を

活

用
し
な

が
ら
、

新
た

な
聖
地

巡

拝
文

化
を
生

み

出
し
て

い

る
。

こ

れ

は
、

観
光

文
化
の

「

沖
縄

化
」

と
い

う
こ

と
が

で

き
よ

う
。

社
会
事

業
と

し
て

の

遺

骨
収
集

　

−
沖
縄
の

戦
死

者
の

現
在

佐
　
藤

　
壮

　
広

　

沖
縄
本

島
で

は

現
在

、

地
域
に

根
差
し
た
死
者

慣
行
と
本
土
の

流
儀
と

の

間
の

葛
藤
や

、

双
方
の

交
差
に

よ
っ

て
、

市
民

参
加
型
の

新
し
い

か
た

ち
の

遺
骨
収

集
事
業
が
展

開
し
つ

つ

あ
る

。

本
発

表
で

は
こ

の

事
業
を
提

案
・

推
進
し
て

い

る

具
志
堅
隆

松
と
い

う
人

物
を

事
例
と
し
て

紹
介
し

、

当
該
社
会
の

メ

ン

バ

ー

へ

何
が
も
た
ら
さ
れ

、

ま
た
そ
こ

に

ど

の

よ

う
な

葛
藤
が
あ
る
か
を

概
観
し、

現

代
沖
縄
の

遺
骨
収

集
事

業
は
生

者
と

死
者

の

双
方
に

と
っ

て

の

「

慰

藉
事
業
」

と

し
て

の

意

義
を
も
つ

と

い

う
こ

と

を
述
べ

る
。

　

遺
骨
収

集
活

動
を
行
っ

て

き
た

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

団
体
「

ガ

マ

フ

ヤ

ー
」

の

代
表
・

具
志
堅
隆

松
氏
は
、

土

地
造
成
中
の

那
覇
市

真
嘉
比
地
区
で

、

遺

骨
・

遺
品
の

収
集
作
業
を
行
っ

て
い

る
。

報
告
者
は

、

遺
骨

収
集
を
三

〇

年
間
に

わ
た

り
行
っ

て

き
た

具
志
堅
氏
へ

の

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー

と
、

激
戦

地
だ
っ

た

真
嘉
比
地
区
の

見
学
・

訪
問
を
通
し、

遺
骨

収
集
と

雇
用

創
出

と

い

う
二

つ

の

事
業
が

結
び

つ

い

て

く
る
現
代
沖
縄
社

会
の

事

情
を
調
査

し
た

。

そ
の

結

果
、

次
の

二

点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
一

、

戦

後
の

沖
縄
の

土
地
開

発
事
業
の

過
程
で
、

多
数
の

遺

骨
が、

掘

り
起
こ

さ
れ
た
盛
土
と
と

も
に、

新
し
い

街
づ

く
り
や

土
地
基
盤
整

備
な

ど

に

再
利
用
さ
れ

続
け
て

き
た
と

い

う
こ

と
。

那
覇
市

真
嘉
比
に

隣

接
す

る

那
覇
新
都
心
地
区
は

、

沖
縄
戦
の

激
戦
地
で

あ
り、

五

千
人
以
上
の

戦

死

者
が
出
た

場
所
で

あ
る

。

戦

後、

返
還
さ
れ
た
こ

の

地

区
に

は
モ

ノ

レ

ー

ル

が
通

り、

い

ま
や

大
型
シ

ョ

ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル
、

美
術
館
・

博
物
館

な
ど

が
建
ち
な
ら
ぶ

活
気
あ
る

都
市
空
間
と

な
っ

て

い

る
。

開

発
工

事
の

過
程
で

掘
り
起
こ

さ
れ

、

発
見
さ
れ
た

は
ず
の

遺

骨
は

、

本
人

特
定
さ

れ

な
い

ま
ま

集
め
ら
れ

、

処

分
さ
れ

て

き
た

。

厚
生

労
働

省
の

直
轄
事
業
と

な
っ

て

い

る
は

ず
の

遺
骨

収
集
は
、

実
情
に
お
い

て

は
工

事
請

負
の

土

建

業

者
に

任
せ
ら
れ

、

工

期
遵

守
や

開
発
優
先
の

動
き
の

中
で

そ

の

多
く
が

適
正
に

扱
わ
れ
て

こ

な
か
っ

た
。

　
二

、

具
志
堅
氏
は

、

三

〇

年
間、

骨
を
拾
い

な
が
ら

死
者
の

「

死
」

と

向
き
合
っ

て

き
て

お

り
、

そ

の

活
動
は

「

骨
」

を
め

ぐ
る

民
俗
と
し

て

も

真

摯
か
つ

持
続
力
あ
る

も
の

で

あ
る

。

沖
縄
の

民

俗
社

会
に

お
い

て

継
承

さ
れ
て

き
た
死
者
の

「

骨
」

に

対
す
る

特
別
な
感

覚
（
沖
縄
文
化
に

お

い

て

遺
骨
は

フ
ニ

シ

ン

「

骨
の

神
」

「

神
と

な
っ

た

骨
」）

は
、

死

者
の

痕
跡

や

生
存
の

リ
ア

リ

テ

ィ

を

再
可

視
化
す
る
引
き
余
に

な
る

。

死

者
を

不
在
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